
仙台ランゲージスクール日本語科

2019年度（令和元年度）　自己点検表

法務省入国管理局の定めの通り、当校の活動状況について以下自己点検および自己評価を致しました。

点検及び評価項目については、法務省入国管理局が2016年（平成28年）7月22日に策定した「日本語教育機関の

告示基準」第一条第一項十八号を参考に、当校で内容を検討した上で設定しました。

日本語教育機関名　　仙台ランゲージスクール日本語科

点検日　　2020年3月1日

大分類 評価項目 A B C

1-1 学校の理念，目的・目標や育成する人材像が明確となっているか ○

1-2 その内容が社会のニーズに合致したものとなっているか ○

所見

大分類 評価項目 A B C

2-1 学校の運営体制が日本語教育機関の告示基準を満たしているか ○

2-2 学校の理念や目的に沿った運営方針や事業計画が策定されているか ○

2-3
組織運営や人事，財務管理に関する規定や意志決定システム，コンプライ
アンス体制が整備されているか

○

所見

大分類 評価項目 A B C

3-1 教育理念等に沿った教育課程が体系的に編成されているか ○

3-2 成績評価や進級，修了の判定基準は明確となっているか ○

3-3 上記項目について適切に運用されているか ○

3-4
教員の指導力向上のための取組，教育課程の改善のための取組が行わ
れているか

○

所見

大分類 評価項目 A B C

4-1 生徒の日本語能力の向上が図られているか ○

4-2 生徒の日本語能力について適切に把握しているか ○

4-3 生徒の進路を適切に把握しているか ○

所見

大分類 評価項目 A B C

5-1 生徒に対する学習相談や進路に対する支援体制が整備されているか ○

5-2 健康管理や日本での生活指導などへの支援体制が整備されているか ○

5-3 防災や緊急時における体制が整備されているか ○

生徒支援5

昨年度までと同様、初級者から上級者までのカリキュラムはこれまでのノウハウが蓄積されたも
のであり、体系的に編成されたものである。

教育活動3

各定期テストや日本語能力試験に向けての模擬試験を通じ、教員で学生の弱いところを分析
し、対応することで、結果に反映されている。電子システムにて生徒の進路を管理しており、容
易に全体、個別の進学状況を確認できる。

学修成果4

設置者    株式会社ＳＬＳ

教育の理念・
目標

1 本学は、外国人に対する日本語教育を行うと同時に、人材の育成を行い、相互理解を深め、
以て国際社会の発展に寄与することを教育の目的とする。語学教育の他に日本のルールやマ
ナー、文化等の学習の機会を生徒へ提供し、社会の発展に寄与する人材を輩出するべく、
日々の教育に取り組んでいる。

学校の理念を達成するため、基礎を重視した日本語教育を行うと同時に、日本社会での生活
に必要不可欠なルールやマナーを学ぶ機会として、オリエンテーションを随時実施している。
組織運営や人事においても、告示基準を満たした人員配置をしている。業務遂行の上で法律
的な問題の発生が予測される場合は、関係省庁や弁護士などの専門家の助言の元、コンプラ
イアンスを順守している。

学校運営2



仙台ランゲージスクール日本語科

5 生徒支援 所見

大分類 評価項目 A B C

6-1 学校の施設・設備が十分かつ安全に整備されているか ○

6-2 教材は適切か ○

6-3 学習効率を図るための環境整備がなされているか ○

所見

大分類 評価項目 A B C

7-1 入学者の募集は適切に行われているか ○

7-2 募集の際に学校情報は正確に伝えられているか ○

7-3 授業料等は適切か ○

所見

大分類 評価項目 A B C

8-1 中長期的に財務基盤は安定しているか ○

8-2 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ○

8-3 財務について会計監査は適切に行われているか ○

8-4 財務情報の公開の体制はできているか - - -

所見

大分類 評価項目 A B C

9-1
出入国管理及び難民認定法令及び各種関係法令等の遵守と適切な運営
を行っているか

○

9-2 個人情報の保護の取組を適切に行っているか ○

9-3 自己点検の実施と改善及びその公開を適切に行っているか ○

所見

大分類 評価項目 A B C

10-1
日本語教育機関の資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献，生徒のボ
ランティア活動への支援，公開講座等の実施などの取組を行っているか

○

所見

①目標の設定（ Plan ）⇒②実行 Do ）⇒③評価 Check ）⇒④見直し Review ）

募集担当の職員が年４回海外に出向き、学校説明会および面接を実施し入学希望者の選考
にあたっている。授業料については、他校の金額も参考にしながら適切な金額を設定した。

入学者の
募集

7

従来から地元大学の日本語教員養成課程の実習校として、教育実習生の受入を行ってきた。
日本語教師養成講座では留学生の協力を得て、教壇実習の場を提供している。市民センター
主催の日本人学生との交流会に当校の学生が参加した。

地域貢献・
社会貢献

10

本校の収入は授業料収入が大部分であるため、生徒数に大きく依存する。生徒数は生徒の出
身国の情勢や留学生に対する政策などに影響を受ける可能性があるが、現在は安定して推移
している。

財務8

学生のビザ更新、ビザ変更、資格外活動の管理など、法に定められた通りに適切に管理運営
を行っている。生徒の法令順守については、教職員間の情報交換を密に取り合い、問題が発
生した場合は速やかに関係各所と連携して問題解決にあたり、同様な問題が発生しないように
全校生徒へ対しても注意喚起を行っている。

法令遵守9

担任制、進路担当制を敷いていて、内容によって学生が各担当に相談できる環境を作ってい
る。相談内容に応じ、担当から校長に話を上げることで包括的な相談対応ができるようにしてい
る。健康管理については年１回の健康診断に加え、体調不良を訴える学生を近隣の医療機関
まで引率し、適切な治療が受けられるようサポートしている。緊急時の対応については、周りの
日本人の行動をよく見て落ち着いて行動するよう日頃から指導している。学校の寮があり、寮で
生活している学生については有事の対応に当たりやすいが、全体としての緊急連絡網の整備
は更に改善の余地がある。

現状は環境整備は十分であり、施設・設備の不備による怪我などの事故は発生しておらず、現
状は安全であるといえるが、常に不安全な個所がないかチェックを行っていく。教材はこれまで
に実績のあるものを使用しているが、今後も教材研究を行うことで、学習効率の向上を図ってい
く。

教育環境6


